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菜月：はい。そう思います。
知事：そんな新しい試みが動き出している中で、誠太さ

んにお聞きします。県内の事業所では後継者難が
課題となっていますが、誠太さんは若くして家業
を継ぐと決められました。進路に関しては様々な
選択肢があったと思いますが、理由を教えてくだ
さい。

誠太：継ぐことを意識し始めたのは中学２年生のときで
す。僕は、小さい頃からテニスが好きで、ウィン
ブルドンに出場すると言っていたそうです。中学
校のアンケートで将来の夢を聞かれた時も「将来の夢はプロテニスプレーヤー」と書いていました。それ
を見た母や父から「将来、どうするんや」と聞かれ、いろいろと考えた結果、「家を継ぐよ」と答えてし
まったんです。

知事：中学２年生のときに、もう継ぐことを意識したのですか。
誠太：その頃から、プロテニスプレーヤーにはなれないだろうと思ったのでしょうね。そこから、ぼんやりと継

ぐことを頭に描きながら過ごしていました。しっかりと腹を決めたのは、大学時代です。
一番のきっかけは、シンガポールやアメリカの取引先や、香港などの当社が出展する海外の展示会に連れ
ていってもらったときです。それまでは正直、土鍋や焼き物にあまり興味はなかったんですが、会社が海
外展開を始めたばかりの時期で、自分たちが作った商品を海外で販売して広めていくことの面白さを感じ
ました。そういう経験ができるなら頑張ってみようと思いました。今年、入社２年目で業界や商品のこと
など、まだまだ勉強することは多いですが、世界
に私たちの商品を広げていきたいと考えています。

知事：萬古焼を見て、海外の人の反応はいかがですか。
誠太：興味はさまざまですね。弊社の製品は、無水料理

ができるものや洋風な鍋、昔ながらの伝統的な花
柄のものなど、たくさんの種類があります。ヨー
ロッパやアメリカの人は日本の伝統的なデザイン
のものを好まれます。また、韓国などの近い国の
人は、無水料理などの新しい機能性を持ったもの
が面白いと言っていただいています。

知事：それぞれの国の、いろいろな反応を目にすること
ができて楽しいですね。国によって食文化も異な
っていますから、それぞれに合わせて、いろいろ
な魅力を発揮していくことができますね。では菜
月さん、今後伝えていきたい萬古焼の魅力につい
て教えてください。

窯元でも数少ない60ｍもあるトンネル窯も見せてもらい
ました。

菜月さんが土鍋で炊いたごはんを用意してくれました。
おいしかったです！

無水料理で作るカレー メロンパンも作れるそうです
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菜月：そうですね。萬古焼は土鍋だけでなく、急須も有
名ですが、産地が一体となってBANKO 300th 
プロジェクトなどで魅力を発信していきたいです。
当社としては、土鍋というと冬に使うイメージが
強いのですが、先ほど知事に試食していただいた
ように、ご飯を炊く土鍋やスープを調理する土鍋 
もあるので、キッチンに出しっぱなしにして、 
一年中、活用していただきたいと考えています。

知事：なるほど、一年を通して楽しんでもらえるんです
ね。それでは、他の産地の焼き物と比べて萬古焼
の魅力は何でしょうか。

菜月：耐熱性が高いことです。萬古焼は火に強くて割れにくいペタライトという耐熱原料を使っています。当社
の土鍋はペタライトを50％以上含んでいるのが特徴です。

知事：ペタライトは、アフリカが産地なんですよね。
菜月：はい、アフリカのジンバブエから輸入しています。材料のペタライトだけでなく、品質面もこだわってい

ます。おかげさまで一般家庭だけではなく、業務用でも広くお使いいただいています。
知事：なるほど。ありがとうございます。では、最後に誠太さん、今後、家業を継いでいくにあたっての夢を教

えてください。
誠太：当社の工場から世界的なブランドを輩出したいと

考えています。それができなければ次の世代に継
承していくことも難しいと考えています。現在の
社長である父や先代が築いてくれた品質は、世界
的に見ても高いクオリティがあると感じています。
僕には、クオリティで勝ってブランドで負けてい
るという印象があるので、付加価値をしっかり付
けていき、世界的なメーカーに育て上げることが
最終的な夢です。

知事：なるほど、日本は人口減少や高齢化で消費が縮小していますが、海外は人口が増え続けていますから、そ
う考えると海外市場は魅力的ですね。銀峯という社名は、外国の方も発音しやすく、覚えてもらいやすそ
うなのもいいですね。より一層、ブランド力を磨き、世界のブランドに成長してもらえることを期待して
います。今日は、どうもありがとうございました。

誠太、菜月：ありがとうございました。

萬古焼の魅力や今後の夢を語ってくれました。

香港市場向けに開発された８リットルの大鍋も見せてい
ただきました。
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